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財

政

問　

平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い

て
編
成
す
る
の
か
。

答　

平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
で

は
、
総
合
計
画
「
新　

輝
け
！
ち
ば

元
気
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

① 

防
犯
、
防
災
・
危
機
管
理
対
策
の

推
進
な
ど
く
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
確
立

② 

子
供
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
や

医
療
・
福
祉
の
充
実

③ 

成
田
空
港
や
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
な
ど

本
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

た
経
済
の
活
性
化

な
ど
に
重
点
を
置
い
た
予
算
配
分
を

考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
県
税
徴
収
の
対
策
強
化
な
ど
の
行

財
政
改
革
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を

目
指
し
て
い
く
。

問　

県
が
考
え
る
財
政
健
全
化
と

は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
。

答　

財
政
健
全
化
と
は
、
行
政
改
革

推
進
債
や
退
職
手
当
債
と
い
っ
た
特

例
的
な
地
方
債
に
頼
ら
ず
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
県
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
財
源
を
、
安
定
的
に
確
保
で
き
る

「
持
続
可
能
な
財
政
構
造
」
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

県
で
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、

① 

建
設
地
方
債
等
の
実
質
的
な
残

高
の
抑
制

② 

健
全
化
判
断
比
率
に
留
意
し
た

財
政
運
営

③ 

財
政
調
整
基
金
の
さ
ら
な
る
造
成

の
三
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
、
財

政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問　

東
京
で
の
開
催
決
定
を
受
け
、

本
県
の
活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、
東
京
に
隣
接

し
、
成
田
空
港
を
擁
す
る
本
県
に
と

っ
て
、
経
済
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

将
来
に
向
け
て
成
長
を
続
け
る
た
め

の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
成
田
空
港
や
道
路
な

ど
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
市
町
村
や
経
済
界
な

ど
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
世
界

に
向
け
て
積
極
的
に
魅
力
発
信
す
る

な
ど
、
官
民
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

航
空
機
騒
音

問　

羽
田
再
拡
張
後
の
騒
音
被
害

が
、
南
風
悪
天
候
時
に
市
川
市
、
松

戸
市
等
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
県
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

市
川
市
、
松
戸
市
上
空
は
、
南

風
悪
天
候
時
の
到
着
機
が
集
中
し
て

通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
軽
減
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
か
ら
は
、
悪
天
候
時

に
は
電
波
誘
導
に
よ
っ
て
、
一
定
の

角
度
で
着
陸
す
る
必
要
が
あ
り
、
早

期
に
騒
音
軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
に
対
し
、
本
県
に
集

中
す
る
飛
行
ル
ー
ト
を
首
都
圏
全
体

に
分
散
化
し
、
可
能
な
限
り
本
県
上

空
の
飛
行
を
回
避
す
る
よ
う
求
め
る

な
ど
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

防

災

対

策

問　
（
仮
称
）
千
葉
県
防
災
基
本
条

例
の
特
徴
は
何
か
。

答　

災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
公
助
は
も

と
よ
り
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
基
本
条
例
は
、

県
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
等

の
自
助
・
共
助
の
自
主
的
か
つ
積
極

的
な
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や

本
県
の
災
害
特
性
等
を
踏
ま
え
、
津

波
対
策
を
は
じ
め
液
状
化
対
策
、
帰

宅
困
難
者
対
策
、
災
害
時
要
援
護
者

対
策
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
の

安
全
対
策
等
の
各
分
野
に
お
け
る
県

民
、
事
業
者
等
各
主
体
の
取
り
組
み

を
条
例
に
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。

医

療

問　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付

改
善
事
業
の
現
物
給
付
化
の
検
討

状
況
と
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

答　

県
と
し
て
は
、
現
物
給
付
化
の

早
期
実
現
を
目
指
し
、
市
町
村
に
意

向
調
査
を
し
な
が
ら
、
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
、
他
県
の
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
自
己
負
担
や
助
成
対
象
の

あ
り
方
も
含
め
、
市
町
村
等
と
の
協

議
を
進
め
、
今
年
度
中
に
現
物
給

付
の
具
体
案
を
と
り
ま
と
め
、
平
成

二
十
七
年
度
を
目
途
に
新
制
度
に
移

行
し
た
い
。

問　

地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ

き
医
師
・
看
護
師
確
保
対
策
に
使
わ

れ
た
予
算
及
び
目
標
達
成
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

答　

医
師
・
看
護
師
の
確
保
は
、
地

域
医
療
再
生
計
画
に
お
い
て
、
全
県

的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
医
学
生
へ
の
修
学
資
金
の

貸
与
、
医
師
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
、
看

護
学
部
の
新
設
や
看
護
学
校
の
定

員
増
へ
の
補
助
な
ど
、
平
成
二
十
四

年
度
末
ま
で
に
約
十
八
億
四
千
万
円

を
執
行
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
引
き
続
き
実
施

し
て
お
り
、
医
学
部
定
員
十
八
名
増

員
、
看
護
学
部
の
新
設
や
定
員
増
は
、

七
校
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
当
初
の
目
標
を
お
お
む
ね
達
成

で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

総

合

計

画

問　

総
合
計
画
の
企
業
誘
致
目
標

は
達
成
可
能
な
の
か
。

　

ま
た
、
事
業
用
地
の
供
給
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

東
京
に
隣
接
し
広
大
な
県
土
を

有
す
る
本
県
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と

圏
央
道
が
直
結
す
る
な
ど
、
企
業
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
立
地
環
境
を
有
し

て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
は
四
十
九
件
の
立

地
が
あ
り
、
新
総
合
計
画
で
は
各
年

度
四
十
件
、
四
年
間
で
百
六
十
件
を

誘
致
目
標
と
し
て
い
る
が
、
今
年
度

も
、
引
き
続
き
精
力
的
な
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地
の

進
展
に
よ
り
、
誘
致
可
能
な
事
業
用

地
は
減
少
し
た
が
、
Ｕ
Ｒ
・
民
間
企

業
等
と
連
携
し
た
事
業
用
地
の
確
保

な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
年
度

新
た
に
二
つ
の
工
業
団
地
の
整
備
に

も
着
手
し
て
い
る
。

地

域

経

済

活

性

化

問　

小
学
校
跡
地
な
ど
の
活
用
や
、

地
域
の
中
小
企
業
に
よ
る
発
電
事

業
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
町
村
や
民

間
団
体
が
行
う
地
域
経
済
活
性
化

の
取
り
組
み
へ
の
支
援
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
確
保
に
加

え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
と
も
連
携

し
、
そ
の
導
入
促
進
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
六

月
補
正
予
算
に
お
い
て
「
地
域
主
導

型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
市
町
村

に
よ
る
公
有
地
の
有
効
活
用
や
、
地

元
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
助

成
す
る
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
こ
れ
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
支
援
し
て
い
る
。

教

育

問　

公
立
高
校
授
業
料
無
償
制
・
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
、
授
業
料
負
担
は
具
体

的
に
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
制
度
見
直
し
に
伴
う
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　

所
得
制
限
の
基
準
額
で
あ
る
年

収
九
百
十
万
円
以
上
の
世
帯
は
、
公

立
・
私
立
と
も
就
学
支
援
金
が
支
給

さ
れ
ず
、
い
ず
れ
も
高
校
生
一
人
当

た
り
年
間
十
一
万
八
千
八
百
円
の
負

担
が
増
加
す
る
。

　

ま
た
、
私
立
高
校
生
が
い
る
基
準

額
未
満
の
世
帯
は
、
従
来
ど
お
り
年

間
十
一
万
八
千
八
百
円
の
就
学
支
援

金
が
支
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
低
所

得
者
へ
の
加
算
額
の
増
額
及
び
加
算

対
象
者
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
。

　

県
で
は
、
県
立
高
校
の
授
業
料
徴

収
の
た
め
、
本
年
十
二
月
定
例
県
議

会
に
お
い
て
、
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
改
正
の
提
案
を
考
え
て
い
る
。

問　

県
内
公
立
学
校
の
耐
震
化
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
ど
う

か
。

答　

県
内
公
立
学
校
の
耐
震
化

率
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
現
在

八
二
・
〇
％
で
、
そ
の
内
訳
は
、
小

中
学
校
が
八
一
・
七
％
、
高
等
学
校

が
七
九
・
九
％
、
特
別
支
援
学
校
が

九
五
・
五
％
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
県
立
の
高
等
学
校
は

八
〇
・
〇
％
、
県
立
の
中
学
校
及
び

特
別
支
援
学
校
は
一
〇
〇
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

既
に
十
五
市
町
で
耐
震
化
が
完

了
し
て
お
り
、
今
後
、
必
要
な
予
算

や
人
員
を
確
保
し
、
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
に
す
べ
て
完
了
す
る
計
画
で

あ
る
。

高

齢

者

の

事

故

防

止

問　

県
の
交
通
事
故
死
者
数
の
約

半
数
を
占
め
る
高
齢
者
の
事
故
防

止
対
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

答　

高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
特
徴
と

し
て
、

① 

歩
行
中
の
事
故
死
者
の
約
八
割
が

薄
暮
時
間
帯
か
ら
夜
間
で
あ
る

こ
と

② 

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
の
事
故

死
者
の
七
割
が
運
転
免
許
を
保
有

し
て
い
な
い
た
め
、
交
通
安
全
教

育
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
薄
暮
時

間
帯
を
中
心
に
、
街
頭
に
お
け
る
高

齢
歩
行
者
の
保
護
誘
導
活
動
や
横

断
歩
行
者
妨
害
等
の
交
差
点
関
連

違
反
に
対
す
る
交
通
指
導
取
締
り

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
・
市
町

村
・
関
係
団
体
と
連
携
し
、
早
め
の

点
灯
等
を
呼
び
か
け
る
「
３
・
ラ
イ

ト
運
動
」
を
展
開
す
る
な
ど
、
高
齢

者
の
事
故
防
止
に
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

万
引
き
防
止

対

策

問　

県
と
し
て
、
万
引
き
防
止
対
策

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

答　

県
や
関
係
事
業
者
及
び
団
体

で
構
成
す
る
「
千
葉
県
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

「
万
引
き
追
放
宣
言
」
を
採
択
し
て

い
る
ほ
か
、
万
引
き
が
多
発
し
て
い

る
県
下
の
二
十
八
店
舗
を
モ
デ
ル
店

に
指
定
し
、
万
引
き
防
止
に
向
け
た

方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
「
万
引
き
防
止
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

チーバくん


